
『小
栗
実
記
』
覚
え
書

〈
2
>

〈
按

ス
ル
ニ
〉
を
ど
う
読
む
か

田

川

邦

子

↓く

「
『
小
栗
実
記
』
覚
え
書

〈
1
>」
を
書

い
て
か
ら
、
だ

い
ぶ
時

間
が
経
過

し

た

が
、
そ

の
間

「小
栗
」

に

つ
い
て
考
え

て

い
な
か

っ
た
わ
け

で
は
な

い
。

そ
れ
ど

こ
ろ
か
共

同
研
究

の
仲
間
と
関
係
各

地

の
遺
跡
調
査

、
図
書
館
、
資

料

館
な
ど

の
資

(史

)料

の
発
掘

や
関
係
論
文

の
収
集
な
ど

、
学
校

の
仕

事

の
合

間
の
隙
間
時
間
を
活

用
し
、
こ

の

一
年
問

い
つ
に
な
く
慌

し
く

動
き

回

っ
た

よ

う

に
思
う
。

茨
城
県
協
和
町

の
小

栗
本
貫
訪
問
は
私

に
は
三
度
目

に
な

る
が
、
鉄
塔

の
聳

え

立

つ
あ

の
小
高

い
山
は
教
育
委
員
会

の
方

の
ご
案
内

で
、
間
違

い
な
く
中
世

の
城
址
だ
と
確
信

で
き

た
。
そ
れ
と
同
時

に
古

い
地
名
が
気

に
な
り
、

こ
れ
に

な
　

つ
い
て
は
網
野
善
彦

氏

の
著
書

に
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
多

か

っ
た
。

あ

の
小
高

い
山

城

の
南

側
か

ら
小
貝

川

の
流
れ

る
西
側

に
か
け

て
、
〈
館

V

に
か
か
わ

る
古

地
名
が
沢
山
残
り
、

か
な
り
大
き
な
館
群

が
あ

っ
た

こ
と

は
間

違

い
な

い
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
そ

こ
は
今

は

一
面

の
田
圃

で
あ

る
。
こ

の
田

圃

の
下
に
中
世

の
小
栗
氏

の
遺
跡
が
眠

っ
て

い
る
か
も
し
れ
な

い
と

想
像
す
れ

ば

、
私

の
意

識
は
小
栗

と

い
う

中
世

の
小
豪

族

の
存
在

に
惹
き

寄
せ
ら

れ
る
。

し
か
し
そ
れ

に
つ

い
て
の
史

料
は
あ
ま
り

に
も
少

な

い
。
だ
か
ら

『
小
栗
実
記
』

舎
子
保
十

八
年

)な
ど
と

い
う
小

説
が
文
学
史

上
に
突
如
現

わ
れ
れ
ば

、
何
を
手

が
か
り

に
こ

の
よ
う
な
長

編

の
構
想
を
立

て
た

の
か
、
ま
た
小

説
世
界
を
支
え

る
作
者

の
理
想

や
理
念
、

人
間
観
、
そ
し

て
創
作

方
法
は
ど

の
よ
う

な
も

の
で

あ

っ
た
の
か
を
旦
ハに
突
き

と
め
、
考
察
せ
ざ

る
を

得
な

い
気
持
ち

に
な
る
。

『
小
栗
実

記
』

が
世
に
出
た

の
は
享
保

二
十
年

(
一
七
三

五
)
、
大
坂

の
浪

速
書
林

版

で
あ

る
。
作
者

は
伏
見
在
住

の
畠
山
泰

全
、
そ
れ

に
摂
州

在
住

の
穂

積
以

貫
が
首
巻
奥
付

に
名

を
連
ね

て

い
る
こ
と
は
、
先

の

「覚
え

書

〈
1
>」
に

も
触

れ
た
通
り

で
あ

る
。

泰
全
名

の
下
に
は

「
著
述
」
と
あ
り

、
以
貫
名

の
下

に
は

「
参
考
」
と
あ

る
。

二
人
が
名
を
連
ね

る
か
ら

に
は
何

や
ら

共
著
合
作
め

い
た

ふ
し
も

無

い
わ
け

で
は
な

い
。
し
か

し

「
著
述
」

「
参
考
」

と
あ

る
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
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担

が
明
記

さ
れ
、

「著

述
」

は
畠

山
泰
全

で
あ

る
か
ら
、
泰
全

の
筆

に
な
る
作

品

で
あ
る
と
素
直

に
受

け
止
め
る

の
が
常

識
で
あ
ろ
う
と
思
う

。
で
は
以
貫

の

役

目
の

「
参
考
」
と

は
何
な

の
か
。

「
参
考
」

の
用
語

に

つ

い
て
は
、
特

に
説
明

は

い
ら
な

い
で
あ

ろ
う

。

「ま

じ

へ
か

ん
が

へ
る
」

「
照
し
合

わ
せ

て
考

へ
る
」

が

『
大
漢

和
辞
典
』

の
説
明

で
あ

る
が

、
「
事
柄

や
資
料

忙
な
る

べ
き
も

の
を
あ

れ

こ
れ
と
り
合
わ

せ

て
考

え

る
」

(
『漢

語
林
』
)
な
ど

が
、

い
ち
番
妥

当

で
分
り

や
す

い
。
だ
と

す
れ
ば

こ
の
書

全
十

二
巻

の
各
巻
各

章

の
末
尾
、
或

は
中
途

に
度

々
付

記
さ
れ
る

「按

ス
ル

ニ
」

や

「今
按

ス
ル

ニ
」

に
始
ま

る
長

短
と
り
ま
ぜ

て
の
二
十
四

の
文
章

は
、

穂
積
以
貫

の
も

の
と
考
え

て
よ

い
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

と

い
う

の
は

こ
こ
に
述

べ
ら
れ

る
長
短

さ
ま
ざ

ま
な
見
解

は
、
小
説

の
本
文

と
は

別
物

で
あ
り

、
そ
れ
こ
そ

「事
柄

や
資

料
に
な
る
も

の
を
あ
れ

こ
れ
と
り

合

わ
せ

て
」
、
そ

の
条

り
ま

で
書
き
進

め

て
来
た

物
語

の
内

容

に

つ
い
て
の
考

証

や
見
解
、
ま
た
登

場
人
物

や
筋
書
き

の
補

足

の
よ
う

な
も

の
ま

で
含

ん
で

い

る
こ
と
、
特

に
そ

の

〈
考
証
め

い
た
姿
勢

〉
が

一
貫
し

て

い
る
こ
と
が
特
徴

で

ま
　

あ
ヨ

あ

る
か
ら
だ

。
中
村
幸

彦

(
「
穂
積
以
貫

逸
事
」
)
、
田
中

則
雄

(
「
解
題
」
)

は

以
貫

説

で
あ

る
。

し
か
し
誰
が
書

い
た
か

の
詮
索

は
さ
て
お
き
、

こ
の
文
章

が
、

『小
栗
実

記
』

成

立
に
関
わ

る
裏

側

の
諸
事
情
を
示
す

、
貴
重
な
手
掛

か
り
に
な

る
性
質

の
も

の
で
あ
る

こ
と

は
見
逃
せ
な

い
。
遺
跡

や
文
献
資
料
な

ど
、
筆
者
た
ち

に
ど

の

程
度

の

〈
小
栗
情

報

〉
が
届

い
て

い
た
か
、
彼
ら
は

そ
れ
を
ど

の
よ
う

に
使

っ

た
か
と

い
う

こ
と

が
よ
く
見
え

る
の
で
あ
る
。
彼
ら

の
創
作
意
識

の
あ

る
部
分

が
こ

の
中

に
隠

さ
れ

て
い
る
と

い
え

る
。

し

か
し

そ

の
前

に
説
経

語

り

の
ジ

ャ
ン
ル

で
完

成

し
た
小

栗
判
官

の
物

語

が
、
そ

の
後

『
小
栗
実
記
』

が
刊

行
さ
れ

る
享
保
末
年

(「
一
七

三
五
」
)
頃
ま

で
に
ど

の
よ
う
な
経
過

で
変
形
加
工
さ

れ
て

い
く
か
を
、
一
応
見

て
お
き
た

い
。

と

い
っ
て
も
内
容

に
立

ち
入
り
詳
述
す

る
余

裕
は
今
は
無

い
の
で
、
作
品
と
作

者
名

に
触
れ

る
程
度

に
と
ど
め
る
他
は

な

い
だ
ろ
う
。

周
知

の
よ
う

に
小
栗

判
官

の
物
語
は

五
説
経

の

一
つ
に
数
え

ら
れ
る
、
完
成

度

の
高

い
、

優
れ

た
作
品

で
あ

る
。

そ

の
テ
キ

ス
ト
は
、

現
在

で
は
絵

巻
物

『を

く
り
』

の
詞
書
き

に
依
る
も

の
が
最
も
普

及
し

て
い
る
。

こ

の
絵
巻
物

の
詞
書
き

は
、
古

い
正
本

(語
り
物

の
台
本
)

の
詞
章
を
そ

の

ま
ま
書

き
写

し
た
も

の
で
、
・筆
跡

に
も

品
格

が
あ
り
、
絵

は
岩
佐

又
兵
衛
と
見

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

岡
山
藩

の
家
老

の
家

か
ら

出
た
と

い
わ

れ
る
美
術

品

で
、

現
在

は
宮
内
庁
所
蔵

の
御
物

に
な

っ
て

い
る
。
大
名

の
姫
君

の
御

輿
入
道
具
と

思

わ
れ
る
が
、
保
存

は
良
好
、
堂

々
と

し
た
大
作

で
、
成
立

は
寛

永
末
年

(
一

六
四
三
)
頃
と
考
え

ら
れ

て
い
る
。

説
経
正
本
と

し
て
は
こ

の
他

に
、
延

宝
三
年

(
一
六
七

五
)

の
正
本
屋

五
兵

衛

版

の
も

の
、
正

徳
か
ら
享
保
頃
刊
行

さ
れ
た
佐
渡
七
太
夫

正
本

の

『を
く
り

の
判
官
』

(江

戸
惣

兵
衛
版

)
な
ど
あ

る
が
、
絵

巻

『を

く
り
』

の
依

っ
た

正

本

の
方
が
古

い
と

い
う

の
が
、
今

日
の
大
方

の
見
方

で
あ

る
。

よ
り

一
層
古

い
と

い
わ
れ

る
そ

の
正
本
は
、
残
念

な
が
ら
現
存
し

な

い
の
で

あ
る
が
、
奈
良
絵

本
や
古
活
字

版

の
零
本
な
ど
も
残

っ
て
い
る
か
ら
、
小

栗
判

官

の
物
語

は
、
近
世

の
初
頭

か
ら
か
な
り
流
行

し
、

い
ろ

い
ろ
な
形

で
各

階
層

に
愛
好
者
を

増
や
し

て
い

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

そ
し

て
、
こ

の
流
行

の
基
軸

を
な
し
た

の
は

や
は
り
歌
舞
伎

で
あ

る
。

説
経

節
は
も
と
も

と
簓
を
伴
奏

に
す

る
素
朴
な
語
り

で
あ
る
が
、
人
形
浄

瑠
璃

と
結

合

し
、
さ

ら

に
歌
舞
伎

で
舞

台
化

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

『
小
栗

忠
孝
車

』

(天
和

二
年

・
市
村
座
)
、

『
二
人
照
天
姫
』

(貞

享
四
年

・
市
村
座
)
、
『
小
栗
連

理
枝

』

(元
禄

八
年

・
中
村
座

)
な
ど
、
詳

し

い
内

容
は
不
明

で
あ

る
が
、
上
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演
記

録
は
残

っ
て

い
る
。
次

に

『
小
栗
鹿

目
石
』

(
元
禄
十

六
年

・
市
村

座
)
、

『
小
栗
十

二
段

』

(同
十

六
年

・
森

田
座
)
が
、

ほ
と
ん
ど
同
時

に
上
演

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら
は
江
戸
芝
居

で
あ
る
が
、
上
方

に
も

記
録

に
残

ら
な

い
も

の
が

あ

っ
た
か
も

し
れ
な

い
。

近
松
門
左
衛

門

の

『当
流

小
栗
判
官
』

(元
禄

十

一
年

・
竹
本
座
)

は
、
『
外

題
年

鑑
』

『声

曲

類
纂
』

で
は
宇

治

加
賀
掾

の
語

り
物

に
入

れ

て
い
る

の
で
、

加
賀
掾

の
た

め
に
書

い
た
古

い
作

品
を
、
竹
本
座

で
再
演
し
た
も

の
と
考

え

て

よ

い
で
あ

ろ
う
。

浄
瑠

璃

で
は

こ
の
後

『
小
栗

判
官
車

街
道

』

(
元
文

三
年

・
竹
本
座
初

演

)

が
出

て
、
小
栗
物

の
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
は

一
応
ピ

ー
ク
に
達
し
た
と
見

て
よ

い

だ

ろ
う
が
、

こ
れ
は

『
小
栗
実
記
』

が
世
に
出

て
三
年
後

の
話

で
あ

る
。

元
禄
十
五
年

(
一
七

〇
二
)
赤
穂
浪

士
討
入
事
件

が
起

り
、
同
時
代

の
あ

ら

ゆ
る
階
層

に
大
き

な
衝
突
を

与
え
た

。
こ

の
事

件
を

モ
デ

ル
に
京

都
、
大
坂

、

江
戸
で
は
歌
舞
伎

、
浄
瑠
璃

の
両

分
野
で
多
く

の
作
品

が
次

々
に
上
演

さ
れ
続

け
、
決
定

版

の

『仮

名
手
本

忠
臣
蔵

』

(寛
延

元
年

〈
一
七

四
八

〉
竹
本
座

初

演

)
が
世

に
出

る
ま

で
を
数
え

て
も

、
お
よ
そ
三
十
ぐ

ら

い
に
は
達
す

る
。

幕
府

は
同
時
代

の
事
件
と

し

て
取
扱

う

の
を

禁
じ

て

い
た
か
ら

〈
太
平

記

〉

の
世
界

に
取
り
込

み
、
室

町
時
代

の
事

件
と

し
た

の
が

『
仮
名
手

本
忠
臣
蔵

』

で
あ
り
、

こ

の
方
法

は
近
松

作

『碁
盤

太
平
記

』

(宝
永

三
年

〈
一
七

〇
六

〉

・
竹
本
座
)
以
来

度

々
試
み
ら
れ

て
来

た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
点

に
関
し

て
は
別

に
目
新

し

い
と
は

い
え
な

い
。

注

目
す

べ
き

は

紀
海

音
作

・
『鬼

鹿

毛
無

佐
志

鎧

』

(
正
徳

三
年

〈
一
七

一

三

〉

・
豊
竹
座

)
や
、
並
木
宗
助

・
小
川
丈
助

・
安

田
蛙
文
合
作

『忠
臣

金
短

冊
』

(享
保
十

七
年

〈
一
七

三
二
〉

・
豊
竹
座
)
な
ど

、
〈
小
栗

・
横
山

〉
の
世

こ
が
ね

界
に
赤
穂
浪
士
の
復
讐
劇
を
嵌
め
込
む
作
品
で
あ
る
。
『金
短
冊
』
の
作
者
の

一
人
並

木
宗
助

は
後

の
竹

本
座

の
立
作
者

並
木
千

柳
で
、

『金

短
冊
』

に
描
か

れ
る
様

々
な
場
面
設
定

や
趣
向

は
、
後

の

『仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』

に
そ

の
ま
ま

生
か

さ
れ
て

い
る
。
横
山
郡

司

の
小
栗
判
官

い
じ
め
は
、
室
町
御
所

の
勅

使
応

待
、
取
次
役

の
横
山
が
、
添
役

の
小
栗
判
官

の
教
養

の
高
さ
を
嫉
妬

、
進
物
が

少
な

い
な
ど
と

ケ
チ
を

つ
け
、
殿

中
刃
傷

に
追

い
込

む
な
ど
、

『
忠
臣
蔵

』

の

高
師
直
と
塩
治

判
官

の
関
係

そ
の
ま
ま

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
作
品
が
、
'同
じ
大

坂

で
享
保
十

七
年

に
上
演
さ

れ
て

い
る
こ
と

は
、

『
小

栗

実
記

』

の
作
者

た

ち
を

刺
激

し

な

い
わ
け

は

な

い
。
小

栗
物

は

〈
太
平

記

〉
や

〈
平
家
物

語

〉
と

同
等

の
古

曲
ハと
し

て
知
悉

さ
れ
、
ホ

ッ
ト

ニ

ュ
ー

ス
の
現
代
劇

を
嵌
め
込
む

ド
ラ

マ
作
り

の
基
盤

に
な
り
得

る
ほ
ど
身

近
な

も

の
と
な

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

　二く

以
上
は
全

て
演
劇

界
に
起

こ

っ
た
こ
と

で
あ

る
。

浄
瑠
璃

や
歌
舞
伎

で
は
常

に
着

想

の
新
鮮
さ
、
趣
向

立

て
の
面
白

さ
が

要
求

さ
れ
る

の
で
、
一
つ
の
物
語
が
限

り
な

い
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
を
生
産

し
続

け
る
。

虚
実
綯

い
交
ぜ

の
創
作
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
虚
と
虚

の
綯

い
交
ぜ
も
あ

っ
た
。

畠

山
泰
全

が
穂
積

以
貫

に
親
交

が
あ

っ
た

こ
と

の
意

味
は
大
き

い
。
以
貫

は

近
松
門
左
衛

門
と
も
親

交
を
持
ち

、
近
松
が
自
作

の
創

作
方
法
を
語

る
貴
重

な

言
説
を
、
聞
き
書
き

の
ス
タ
イ

ル
で

『
難
波
土
産
』

に
残
し
、
後
世

に
伝
え

て

い
る
。
演
劇
界

に
出
入
り
し
、
趣

味
が
高
じ

て
実
際

に
は
劇
作

に
も
手
を
伸
ば

し
た
と
も
云

わ
れ
る
し
、
ま
た
近

松

の
作
品

に
注
釈

を
施
す
な
ど
、

こ
の
世
界

に
肌

の
合
う
体
質

を
持
ち
、

レ
ベ
ル

の
高

い
趣
味

人
、
知
識
人

で
あ

っ
た

。
演

劇
界

の
雰
囲
気

は
以
貫
を
通
し

て
泰

全
に
も
よ
く
伝

わ

っ
て

い
た
と
思
う
。
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泰
全

が
そ
の
劇
界
を
ど
う
見

て

い
た
か
は
よ
く
分

ら
な

い
が
、
穂
積

以
貫
は

『
小
栗
実
記
』

に
序
文
を
求
め

ら
れ
、

古

ヘ
ヨ
リ
猛
将
悍
卒
、
多

カ
ラ
ズ

ト
為
サ
ズ
。
而

シ
テ
野
史
稗
説
、

其
ノ
伝

ヲ
備

へ
録

シ
、
倶

二
此
間

二
行

ル
。
独
リ
此
公

(
小
栗
判
官
を
指
す
。
筆
者
)

ノ
履
歴

ノ
如
キ

、
未
ダ
嘗

テ
其

ノ
全
キ

ヲ
見
ズ

。
亦

一
大
事

二
非
ヤ
。

(原

漢
文
)

-

こ
れ
は
以
貫

の
見
方

で
あ

る
と
共
に
泰
全

の
気
持
を

代
弁
し

て
い
る
。
虚

実

綯

い
交

ぜ

の
作
劇
手

法
は

、
〈
小
栗

・
横
山

〉
の
物
語

に
赤
穂
浪

士

の
復
讐

事

件

を
持
ち
込
む
ま

で
に
な

っ
た
。

し
か
し
史
実

の
小
栗

氏
に

つ
い
て
は

わ
か
ら

な

い
こ
と
が
多
す
ぎ

る
。
こ
の
小
栗

の

「履
歴
」

の

「
一
大
事
」

に

つ
い
て
は
、

「按

ス
ル
ニ
」

に
も

都
テ
小
栗

ノ
事

跡
サ
ダ

カ

ニ
シ
ル
セ

ル
書
、
世

間

二
希
ナ

リ
。
故

二
多

ク
世
間

ノ
俗
説

ヲ
記

ス
ル
事
是

二
限
ラ
ズ

。
今
此
本

伝

ヲ
得

テ
是

ヲ
見

ル

人
、
其
世
語

ノ
由
来

ア
ル
事

ヲ
知
リ
、
又

コ
ト
く

ク

ハ
信
ゼ

ラ
レ
ザ

ル

事

ヲ
知

ッ
テ
可

ナ
リ
。

(巻
之
七
最
終

部
)

ノ
ま
　

と
記

し
、

『小
栗

実
記
』

の
内
容
も
ま

た

「世

間

ノ
俗

説
」

に
頼

ら
ざ

る
を

得

な

い
こ
と
を
弁

明
し

て
い
る
。

歴
史
研
究
が

飛
躍
的
に
進

ん
だ
現
代

で
も
、
、歴
史
上

の
小
栗
氏

に

つ
い
て
は

発
掘
史
料
も
少

な
く

、
同
じ
事
情

の
前

に
立
ち

つ
く
し

で

い
る
こ
と

に
変

わ
り

は
な

い
。

さ

て
先

の
序
文

に
戻
れ
ば
、
次

の
条
り

が
気

に
な
る
。

則
チ

ソ
ノ
考
証

ヲ
未

ダ
獲
ザ

ル
ト
雖

モ
、
之

ヲ
ロ
碑

ノ
伝

フ
ル
所

二
視

ル

ニ
、

自

ヅ
カ

ラ
誣

ル
可
ラ
ズ

。
亦
豈
金

ヲ
受

ケ

テ
美
言

ヲ
飾

リ
、
米

ヲ
求

メ
テ
佳

伝

ヲ
作

ル
ノ
比

ト
ヤ
謂

ン
ヤ

(原
漢
文

)

・

と
。

t

こ
こ
に
自
ず

か
ら
舞
台
芸
能
作
者
と

実
録
小
説
作
家
と

の
、
目
的
意
識
上

の

差
異
を
明
確

に
し
よ
う
と
し

て

い
る
の
は
注
目
す

べ
き

で
あ

る
。
実
録
小
説
作

家

の
自
負

で
あ

る
。
泰
全
が
そ
う

で
あ

っ
た
か
ら
、
以
貫
も

そ
れ
を
重
く
受
け

止
め
た

の
で
あ

ろ
う
。

「尋

常
武

ヲ
好

ミ
、
嘗

テ
英
雄

ノ
跡

ヲ
究
」

メ
タ
泰
全

が
、

「
此

ノ
公

(
小
栗
助
重

)
ノ
家
譜

ヲ
得

テ
、
之

ヲ
探

討
シ
、
旁

ネ
ク
倭
史

ヲ
参
考

シ
テ
」

そ

の
事
実
を
稿
し
た

の
が

『
小
栗
実
記
』

で
あ

る
と

い
う
。

右

の
よ
う

に
創

作

の
動
機
は
ま
ず

「
家
譜
」

(系
図
)

を
手

に
入
れ
た

こ
と
、

さ
ら

に

「按

ス
ル

ニ
」

の
幾

つ
か

の
文
章

か
ら
察
し

て
、
『新

編
鎌
倉
志
』

(貞

享

二
年

〈
一
六

八
五

〉)
が
重

要
な
資
料

で
あ

っ
た

こ
と

が
分
る
。

同
書

の
巻

之
八

〈
照
天
姫

松

〉
の
項
で

『鎌
倉
大

草
紙
』

の
小
栗

小
次

郎

の
エ
ピ

ソ
ー
ド

を
そ

の
ま
ま
引

用
し
て
書

い
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら

れ
て

い
る
が
、

こ
れ
が
泰

全
や
以
貫

に
多
く

の
手

掛
り
を
提
供
し

て

い
る
こ
と
は

間
違

い
な

い
。

彼
ら
が
肝
腎

の

『鎌
倉

大
草
紙
』
そ

の
も

の
を
見

て

い
た
か
ど
う
か

に

つ
い

は
る

て
は
よ
く
分
ら

な

い
。
浜
田
啓
介
は
見

て

い
な
か

っ
た
と

言
う

が
、
た
と
え
見

て

い
た
と
し

て
も

、
こ

の
合
戦
記
は
彼

ら

の
創
作
方
法

か
ら
見

て
あ
ま
り
役

に

立
た
な

い
の
で
は
な

い
か
。
「
小
栗
」

に

つ
い
て
は
禅
秀

の
乱

(応
永

二
三
年
)

・
に
は
、
禅
秀

の

一
味

と
し

て
名
が
出

る
だ

け

で
あ

る
。
応
永

三
十
年

の
足
利
持

氏

の

「
小
栗
退
治
」

に

つ
い
て
は
比
較
的

詳
し
く
、
遊
女

て
る
姫

の
内
通

で
小

栗
小
次
郎
が
盗
賊

の
毒
殺
を
免
れ
た

こ
と

、
鹿
毛

の
荒
馬
を

乗
り
こ
な
し
、
権

現
堂
を
逃
れ
藤

沢
の
道

場

の
上
人
を
頼

っ
た
こ
と
、
ま

た
そ
の
後
日
譚
な
ど
が

記
さ

れ
る
。
鎌
倉
大

草
紙

の
無
味
乾
燥

な
合
戦
記
録

の
中
で
は
異
彩
を
放

つ
エ

ピ

ソ
L
ド

で
あ

る
。

し
か
し
以
貫
も
泰

全
も
こ
れ
を
史
実

と
は
考
え

て

い
な

い
こ
と
は
、
前
述

し

た

〈
巻

七
最
終
部

〉
の

「按

ス
ル

ニ
」

を
見

て
も

は

っ
き

り
し

て

い
る
。

『鎌

倉
大
草
紙
』
を

見
て

い
れ
ば
、
小
栗
小
次

郎

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
に

つ
い
て
、
或

い
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は
も

う
少
し
異
な

っ
た
認
識
を
持

っ
た

か
も

し
れ
な

い
。
記
録
重
視

の
合
戦
記

で
あ

る
故
、
そ
れ

ら
の
中
に
あ
る

〈
小

さ
な
小
栗
物
語

〉
を
、
或

い
は
も
う
少

し
真

実
性

の
あ

る
、
実

話
に
近

い
も

の
と
し
て
受

け
取

る
可
能
性

は
充
分

に
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る
。

ヨく

最

初

の

「
按

ス
ル

一こ

に
、

照
天
ノ
姫

ノ
乳
母

入
水

セ
シ

ヨ
リ
、
光
伝

寺
ノ
前

ノ
川

ヲ
世

二
侍
従

川
ト
云

フ
ト
、
鎌
倉
志

二
云

ル

ハ
此
事

ナ
リ

(巻
之

こ

と
あ

る

の
は
、

『新
編

鎌
倉

志
』

(巻
之

八
)
に
、

侍

従
川
は
、
光
伝
寺

を
流
る
る

川
の
下
な
り
。
俗

に
伝

ふ
、
照
手

姫
が
乳
母

侍

従
を
云
女
、
身
を
投

じ
た
る
川
な
り
と
。

と
あ

る

の
に
依

っ
て

い
る
。

、

照
天
姫

の
乳
母

に

つ
い
て
は
既

に
説
経
節

に
も

出
る
が
、

「
侍
従
」

と
名
づ

け
た

の
は

『鎌
倉

志
』

の
俗
伝

に
依

る
。
伝
説
か
ら
拾

い
上
げ

ら
れ
た
こ

の
女

性
は
照
天

の
乳

母
で
あ

っ
た
が
、
盗

賊

(後
出

の
横
山
)

に
襲

わ
れ
姫
と
別

れ

て
か
ら
小
栗
満
重

の
弟

の
重
英

の
妻

と
な
り
、
継
子

の
万
千
代
を

育

て
る
。

こ

の
万

千
代

は
実
を

言
え
ば

重
英

の
子

で
は

な
く
、

重
英

の
甥
小
栗

助
重

が
娥

(か
ほ
よ
)
と

い
う

美
女

に
生
ま

せ
た

子
で
あ

っ
た
と

い
う
複
雑

さ
だ
。

足
利
持
氏

に
攻

め
ら
れ
、
小
栗

一
族

が
危
機

に
瀕

し
た
時

、
家
名
を
絶

や
さ

な

い
た

め
小
栗
家

は

二
手

に
別
れ
、

満
重

の
弟
重

英
は
持

氏

の
陣
営

に
残

る
。

残

っ
た
重
英

一
家

に
さ
ま
ざ
ま
な
苦

難
が
降
り
か
か

る
が
、
そ
れ
は
ま
ず
妻

の

侍
従

の
入
水

か
ら
は
じ
ま

る
。
万

千
代
を
連
れ
三
河

に
立

ち
去
れ
と
夫

の
重
英

は
命
じ

る
が
、
幼

い
万
千
代

は
父
の
言
う

こ
と
を
聞

か
な

い
。
結
局
照
天
姫

か

ら
預

か
る
貴
重
な
守
り
本
尊

を
万
千
代

の
命

の
加

護

に
与
え
、
侍

従
は
自

分

一

人

が
立

去
る
。
そ
れ
を
継

母

の

「
無
得
心
」
と

非
難
す
る
夫

の
言

葉
に
、
侍
従

は
絶

望
す

る
わ
け
だ
。

『
鎌
倉

志
』

の
俗

説
に
従

い
、
何
と

し
て
も
乳

人
侍

従

を

こ
の
侍

従
川

に

「入
水
」

さ
せ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
苦
心

の
現
わ
れ
が
、
こ

の
辺
の

い
さ
さ
か
ぎ

こ
ち

な

い
話

の
進
め
方

に
現
れ
る
。

「権

現
堂
村
」
は
、

小
栗

判
官
と
照

天
姫

の
出
会

い
の
場

で
、
毒
殺
事
件

の

起

こ
る
所

で
も
あ

る
。
吉
次

・
吉
郎
兄
弟

の
営

む
宿
が
あ
り
、

小
栗
は
十
人

の

勇
士

ら
と
そ

こ
に
身
を
隠

し
、
今
は
遊
女

に
な

っ
て
い
る
佐
竹
篤

光

の
娘
照
天

姫

に
出
会
う
。

「権

現
堂
」

の
地
名

は

『
鎌
倉
大
草
紙
』

に
も

出
、

『新
編
鎌
倉

志
』

(巻
之

八
)

は
そ
れ
を
受
け
継
ぎ

、

此
村

(柴
崎
村
)

の
南

に
権
現
山
と
云

ふ
所
あ
り
。

マ
マ

(
中
略
)
前

に
所
謂
小

栗
孫
次

郎
が
、
盗

賊

に
逢

し
所
も

此
所
な
ら

ん
。
権

現
堂

と
も
云
也
。

と

記
し
、

『小
栗
実

記
』
は

こ
れ

に
頼

っ
て

い
る
。

場
所
は
、
現
在
称
名

寺
西
側

五
百

メ
ー
ト
ル
辺
り

に
位
置
す

る
熊
野
神
社
付

近

を
想
定
し

て

い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
藤

沢
遊
行
寺
と
は

か
な
り

の
距
離

で
あ

る
か
ら
、

按

ス
ル

ニ
、
権

現
堂

村

ヨ
リ
藤
沢
村

ヘ
ハ
、
道
法

三
里
余

リ
ナ
リ
。
判
官
吉

郎

力
宅

ヲ
出

ラ
レ
シ

バ
戌

ノ
半
刻

バ
カ
リ
成
シ
ガ
、
未

タ
亥

ノ
刻

二
至

ラ
ザ

ル
内
道

場

へ
到
道

セ

ル
ナ
リ
。
俗

一二

刻

三
里
ト
イ

フ

ニ
タ

ク
ラ
ブ

レ
バ
、

甚

タ
速
ヤ

カ
ナ
リ
。

(後
略

巻
之
六
)

と
、

「
馬

ハ
俊

足
乗
手

ハ
達
者
」

で
、
僅
か
半

時

で
藤

沢
に
着

い
た

の
だ
と

合

理
化
し

て

い
る
。
三
里
も
離

れ
る
藤

沢
道
場
を
頼

っ
た

の
は
、
道
場

の
上
人

が
小

栗
判
官

の
母

方

の
甥

だ

か
ら
と

し
、
話

の
辻

褄
合

わ
せ
を

す

る

の
で
あ
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る
。実

は

「
権
現
」

の
地
名
は
藤
沢
市
内

に
も
あ
り
、
遊
行
寺

よ
り
北
西

に

一
里

程

、
引
地
川
を
見

下
す

善
行

の
西
側

の
台
地

に
、
「
権
現
庭
」

「
聖
谷
」
「
稲
荷
」

な
ど

の
地
名
が
並

び
、
昔
は
厚
木

や
海

老
名

へ
通
じ

る
交

通
の
要
所

で
あ

っ
た

よ
う
だ
。

『
鎌
倉
大

草
紙
』

の

い
う

「
権
現
堂
」

が
、,
何

処
を
指

し
て

い
る

の

か
は
、
実
は
分
ら

な

い
の
で
あ
る
。

「
按

ス
ル

ニ
」

(巻

九
)
に

照
姫
大

墓

ニ
ウ

カ
レ
メ
ト
成
、
其
名

ヲ
常

陸
小
萩
ト
イ

フ
ト
イ

ヘ
ル

ハ
、
照

天
常

陸
小
萩
村

二
七
歳

マ
デ
ア
リ

シ
ヲ
ア
ヤ

マ
リ
云
力

と
あ
る
が
、
常
陸

国
の
古

い
地
誌
を

調

べ
て
も

「小
萩
」

と

い
う
村
は
存
在

し
な

い
。

小
栗
城

に
関
し

て
は

「
土
浦

口
」
な
る
名
称
が
出

る
が
、
同
じ
常
陸
国

で
も

、

小

栗
と
土
浦

の
距
離

は
遠
く
離
れ

て
お
り
、
小
栗
城

の

「
土
浦

口
」
と

い
う

言

い
方
は

お
か
し

い
。

「
土
浦

」

は
常
陸

国

の
地
名

と
し

て
よ
く
知

ら
れ

て
い
る

の
で
、
便
宜
的

に
借
用
し
た
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。

そ

の
他

「
中
村
」

な
ど

の
何
処

に
も
あ

る
平
凡
な
地
名
が
使

わ
れ
た
り
、
関
東

地
方

の
地
名
選
び

に

つ

い
て
は
、
可
成
り
杜

撰
な
と
こ

ろ
が
あ

る
。

説
経

で
は
小
栗

判
官
と
共

に
毒
殺

さ
れ
る

「十
人

の
殿
原
た
ち
」

に
は
姓
名

が
な

い
。
池

の
庄

司

の
名
だ
け
は

早
く
か
ら
決
ま

っ
て

い
た
よ
う
だ

が
、
ヒ

れ

は
歌
舞
伎

(例
え

ば

『
小
栗
鹿

目
石

』
)
か

ら
出
た
と

思
わ
れ

る
。
配
役
を

見

れ
ば

『小
栗
鹿

目
石
』
で
は
団
十
郎

が

つ
と
め

て

い
る
か
ら
、
重
要

な
役

柄
で

あ

っ
た
よ
う
だ
。

行
商
人
後
藤
左

衛
門
は

「十

人
の
殿
原
」

に
は
入
ら
な

い
が
、
小
栗

説
話

に

は
重
要
人
物

で
、
歌
舞
伎

・
浄
瑠

璃
で
も
早
く

か
ら
活
躍
し

て
い
る
。

「十

人

の
殿

原
」
全
員

に
そ
れ

ぞ
れ
名
付

け
を

し
、
「
十

人

の
郎
従
」
'
と
し

て
、
図

像
を
揚

げ
讃

ま

で
付
し

た

の
が

『
小

栗
実
記

』

で
あ
る
。

そ

の
名
は

「後

藤
兵
助

助
高
、

同
姓
大

八
郎

高
次

、
片
岡
嘉
太

郎
春
教

、
同
姓
嘉

次
郎
春

高

、
田
鍋
平
六
郎
長
秀

、
同
姓
平
八
郎
長
為

、
水
戸
小
太
郎
為

久
、
風
間

八
郎

正

国
、

風
間
次

郎
正
貞

、

池
野
庄

司
助

長
」

で
、

「
池
野
」

は
当

然
と

し

て
、

二
人
の
後
藤
は
後
藤
左
衛

門

の
甥

に
あ
た

る
兄
弟
だ
と
し
た
。
、

こ
れ
に
対
し

「按

ス
ル

ニ
」

で
は
、
伯

父

・
甥

の
関
係

で
は
な
く
父

・
子

関

係

で
あ

る
と
反
論
す

る
。

今

そ

の
全
文
を
揚
げ

る
と
、

一
書

ノ
説

二
日
、
後
藤

左
衛
門
助
友

ハ
、
商
人
ナ

カ
ラ
武
勇

軍
策
人

二
卓
越

シ
テ
、
其
名
誉
世

一二
咼
カ
リ
ケ

レ
バ
、

佐
竹
篤
光
扶
持

シ
テ
寵
セ

ラ
レ
ケ
ル

ガ
、
篤
光
戦
死

ノ
砌
、
敵

ヲ
討
取
事

五
拾
有
三
騎
、
尚

戦
激

シ

テ
、
終
討

死

ス
。

其
子
兵
助
助
高

ハ
小
栗
小
次
郎
助

重

二
仕

フ
ト
ア
リ
。
此
説

ニ
ヨ
ル
時

ハ
、
後
藤
左
衛

門

ハ
助
高
ガ
父

ナ
リ
。
本
書

ニ
ハ
伯

父
ト
有
。
其
是
非

ヲ
シ

ラ
ズ

。
暫

ク
本
書

ニ
シ
汐
ガ

フ
而

已
。

(巻
之
五
)

説
経

で
は
行
商

人
後
藤
左

衛
門
は

、
小
栗

判
官

と

照
天
姫
を
結

び

つ
け

る
、

弁

舌
行
動

自
在
な
重

要
人
物

で
あ

る
が
、

『小

栗
実
記

』

で
は

こ
れ
を
過
去

の

人
と
し
、

そ
の
系

累

の
兄
弟
を

「十

人

の
郎
従
」

に
加
え
た
。
後
藤
左
衛

門
は

小
栗
物

の
芝

居

で
も

重

要
視

さ
れ

て
来
た

こ
と

か
ら
考

え

て
、

「
按

ス

ル

ニ
」

の
筆
者
以
貫

は
、
や
は
り

一
言

云

い
た
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
持
ち

出
し
た

コ

書
」

な
ど

は
架
空

の
も

の
で
、

佐
竹
篤
光

の
寵
臣

で
、
抜
群

の
勇
士

で
あ

っ
た

こ
と
を

強
調
す
る

の
も

、
登
場
人
物

の
出
自
素

姓
を
正
し
、

そ
.の
来
歴
を

明
ら
か

に
記
す

、
実
録
軍
記

の
作
法

に
即
し
、

過
去

の
人

に
し

て
し
ま

っ
た
扱

い
方

に
対
す

る
、
ひ
そ
か

な
物

言

い
で
あ

っ
た

と
思
う
。

「十
人

分
殿
は
ら
」
を

転
嫁

さ
せ
た

「十

人
の
郎
従
」

の
名
付

け
に
、
何
か

必
然
的

根
拠

(
例
え
ば

地
名
な
ど

)
が
あ

っ
た

の
か
ど
う
か

調

べ
て
み
た
が
、

一47一



ー

前

述

の

「
後
藤
」

「
池
野
」
を
除

い
て
は
、
「
水
戸
」
以
外

に
は
何
も
無

い
よ
う

で
あ

る
。

「
水
戸
」
は
近

世
で
は
常
陸
国

で
は

最
も

名
高

い
地
名

で
あ
る
か
ら
、

こ
れ

一
つ
に
焦
点

を
絞
り

、
活
躍
す

る
勇
士

の
姓
名

に
充

て
た

と
思
わ

れ
る
。

「
田

鍋
」

「
片
岡
」

「風

間
」

な
ど
は
思

い
付
き
を

出

て
い
な

い
。

し
か

し
全

篇
を
通

し
最
も
活

躍
す

る
水
戸
小

四
郎

為
国

は

「
十

人

の
郎
従
」

に
は
入
ら
ず
、
そ

の
兄
の
小
太
郎
為
久

の
み
が
、
そ

の

一
人
な

の
で
あ

る
。

小
栗
伝

説

で
は

「
十
人

の
殿
は
ら
」

「
十
人

の
郎
従
」

は
、
毒
殺

さ
れ

る
た

め
に
在
る
無
名
勇

士

の
集
団

の
よ
う
な
も

の
で
、
地
獄

で
闇
馬
大
王

に
訴

訟
す

る
な
ど

の
働
き

で
も

な
け
れ
ば
、
殆

ん
ど
何

の
活
躍
も

し
て

い
な

い
。

こ
れ
は

『小
栗
実
記

』
に
も
同
じ

こ
と

が

い
え

る
。

十
人
は
権
現
堂
村

で
横
山

三
郎

に
毒
殺

さ
れ
、
藤
沢

の
道

場
に
遺
骸
が
運
ば

れ
、
小
栗
判
官

の
授
け

た
秘
術

に
よ
り

、
上
人

の
手

で
蘇
生

さ
せ
ら
れ

る
。
生

き

返

っ
た
十
人
は
、
来
合

わ
せ
た
横
山

三
郎

を
殺
し
復
讐

は
す
る

の
で
あ

る
が
、

叛

逆
者
小
栗

一
族

は
お
尋
ね
者

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
家
来
も

死
ん
だ
と
見

せ
か

け
、
三
河
国

に
身
を
隠

す
他
は
な

い
。

.

結
局
陰

に
日
当

に
小
栗
判
官

の
た

め
に
活

躍
す
る

の
は
、
十
人

の
勇
士

に
は

入
ら
な

い
水
戸
小

四
郎

で
、
も
と
も
と
伝

説
に
は
無

い

一
人
物

を
創
出
し
た

こ

と
が
、

こ
の
軍
記
小

説
作
者
泰

全

の
手

柄
と
も

い
え

る
。

「按

ス
ル

ニ
」

の
筆

者

以
貫
は
、
例

の
由
緒

来
歴
を
正
す

の
発
想

か
ら
、

こ
の
重

要
人
物

の
出
自

に

説
明
不
足
を
感
じ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、

按

ス

ル
ニ
、
小
栗
判
官

代
助
重
ガ
祖

父
小

栗
重
躬
ガ

旧
臣

二
水
戸
左
衛

門
為

長

ト
イ

ヒ
シ

バ
、
去

ル
応
永
十
七
年

ノ
春

世

ヲ
早

ク
シ
、

ワ
ス
ル
ガ

タ
ミ
ノ

男
子

二
人

ア
リ
ケ
ル
。
兄

ハ
小
太
郎
為
久

、
弟

ハ
小

四
郎
為
国
ト

テ
、

十
二

歳

ト
九
歳

ト

ノ
時

ナ
リ

シ
カ
、
主
人

重
躬

ニ
モ
男
子

二
方

ア
リ
シ

ニ
ヨ
リ
、

兄
小
太
郎
為
久

ハ
御

嫡
子
満
重

ノ
郎
党

ト
ナ

ル
。
弟
小

四
郎
為

国

ハ
御
次
男

重
英

ノ
郎
等
ト

ナ
リ
、
同
小
栗

ノ
家
筋

ナ
レ
ド

モ
、
兄
弟

両
家

へ
引

ワ
カ

レ
、

年

月
忠
義

ヲ
専

ラ

ニ
シ
テ
勤
ケ
ル
処

二
、

(以

下
略

巻
之

四
)

と
、
小
説

に
は
書

か
れ
な

い
兄
弟

の
来

歴
を
補
足
し
た
。
後

藤
左
衛
門

の
場

合

と
同
じ
発
想

で
あ

る
。

そ
し

て
そ

の
後

に
は
満
重
と

重
英

の
兄
弟
が
敵

味
方

に
別

れ
た

こ
と

か
ら
、

水

戸
兄
弟
も
ま
た

そ
れ
ぞ
れ

の
運
命
を

辿
る
こ
と
な
ど

に

つ
い
て
解
説
し

て

い

る
が
、
そ
れ
は
小

説

の
内
容
を
繰
り
返

し
て

い
る

に
過
ぎ
な

い
。

創
作

の
原
拠

に
な
る
伝
説
伝
承
、
ま

た
資

料

に
つ
い
て
、
そ
の
信
憑
性

の
如

何

を
問
わ
ず
、
根
拠

が
あ
る

の
だ
と
す

る
誇

示
。
し
か
し

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず

、
そ

の
根
拠
な

る
も

の
の
絶
対
的
価
値
を

認
め

て
は

い
な

い
。
そ
れ
は
ど
う

に
で
も

加
工

で
き

る
素

材

で
あ

る
こ
と

に
お

い
て
認
め
得

る
価

値
で
あ
る
。
再

加

工
し
た
新

し

い
物

語
に

つ
い
て
は
、
当

然

の
こ
と
な
が
ら
自

信
を
示
す
。

し

か
し
、
そ
れ
は
新

し

い
伝

説

の
創
造

に
、
何
ら
か

の
役
割
を
果

し
得
た
と
す

る

満

足
感
で
あ

る
。

そ
の
満
足
感
が
創
造

の
喜

び
、
精
神

の
自
由

な
遊
び
と
表
裏

一
体

を
な
し

て

い
る
が
、
客
観
的

に
は
だ

い
へ
ん
な
制
約
を
受

け

て
い
る
世
界

で
あ

る
。
し
か
し

そ
の
制
約
を
逆
手

に
取

り

つ
つ
自
由

に
遊

ぶ
精
神
は
、
筆
者

の
泰
全

に
も
、
参
考
補
筆

し
た
以
貫

に
も
共

通
し
た
も

の
が
あ

る
。

前

述
し
た
よ
う

に

「
十
人

の
郎
従
」

は
、
藤
沢
道
場

で
蘇
生

し

て
以
来
身
を

隠

し
、
姿
を
現
わ

さ
な

い
。
な
か

で
も
池

ノ
庄
司
は

「小
栗
郎

党
ノ
随

一
」

で

あ

り
、
伝
説
上
知
悉

の
人
物

で
も
あ

る
か
ら
放
置
し
た
ま
ま
物

語
を
完
結
す

る

わ
け
に
は
行
か
な

い
だ
ろ
う
。

最
後

に
小
栗
判
官

は
、
行
方

の
知

れ
な
く
な

っ
て
い
た

「
十
人

の
郎
従
」
と

再
会
を
果
す

の
だ

が
、
そ

の
切

っ
掛

け
に
な
る

の
は
、
夢

中
に
現
わ
れ
た
山
州

御
菩
薩

(
み
ぞ
う
)
池

の

「竜
女
」

の
お
告

げ

で
あ

っ
た
。

,・



〆

今
月

十
五
夜
、
ヵ

ノ
十

人
ノ
郎

従

ヲ
ワ
ガ
住

ム
御

菩
薩
池

ノ
ポ
ト
リ

ニ
マ
ネ

キ

ヨ
セ
、
主
従

一
所

二
出
合

ス
ベ
シ

が
お
告

げ
で
、
そ

の
時
竜

女
は

「
汝
が
股
肱

の
郎
等

池

ノ
庄
司

ヲ
サ
ヅ
ケ

シ

者

ナ
リ
」

と
打
明
け

る
。

つ
ま
り
池

ノ
庄
司
を

、
ミ
ゾ

ロ
が
池

の
竜

女

の
子

に

し
た
わ

け
で
あ
る
。

説
経
節

な
ど

の
伝
承

に
よ
り
、
小
栗
判
官
が
妻

選
び

の
果

て
に
、

、最
後
は

ミ

ゾ

ロ
が
池

の
大

蛇
と
契

る
話
は

よ
く
知
ら

れ
て

い
る
。

仕
掛
け

は
そ

の

「
池
」

と
、
池

ノ
庄
司

の

「池
」

を
結
合

し
た
だ

け

の
も

の
だ

が
、

「按

ス
ル

ニ
」

で

は
、

こ
の
池

ノ
庄
司

ノ
出
生
物

語

の
説
明

に
半
紙

二
丁
以
上
を
費

や
し
た
。

「
小
栗
郎
等

ノ
随

一
池
庄

司
助
長

ハ
、
譜
代
相
伝

ノ
士

ニ
モ
ア
ラ
ズ

」

に
始

ま
り
、
小
栗

助
重
が
判
官
代

の
役

職

で
在
京
中

の
こ
と
と
し

て

多

聞
天
告

テ
ノ
玉

バ
ク
、

汝
ガ
存

ル
ネ
ガ

ヒ
ノ
ゴ
ト
ク
、
御
菩
薩

池

ニ

ハ
ヨ

キ
臣

下
ア
ル

ベ
シ
。
其

ユ
ヘ
イ
カ

ン
ト

ナ
レ
バ
、
カ

ノ
池

二
年
久

シ
ク
住

ミ

ツ
リ

タ
ル
大

蛇

ア
リ
。
此
大
蛇

、
ソ
ノ
実

ハ
竜
女

ニ
シ
テ
、
近

比

一
子
を
生
。

(中
略

)

シ
カ
レ

ハ
必

節
分

ノ
夜
汝
彼
池

ニ
イ

タ
ラ

バ
、

果
シ

テ
良

臣

ヲ
得

ベ
ト
云

々
。

(中
略
)

サ

テ
シ
モ
判
官

ハ
其
夜

ノ
役

ヲ
ツ
ト

メ
ヲ

ハ
リ

テ
、
彼
池

辺

ニ
タ
ダ

一
人
残

り

ヲ

ハ
セ
シ

ニ
、
夜

モ
五
更

ノ
近
キ
比

、

ソ
コ
ト

モ
ナ
ク
赤

子
ノ
鳴

ク
声

ア

リ
。

サ
テ

コ
ソ
ト
、
声

ヲ
シ

ル
ベ

ニ
尋

モ
ト
メ
、
拾

ビ
ア
ゲ
見
玉

フ

ニ
、

尋

常

ナ
ラ
ヌ
嬰
児

ナ
レ
バ
、

コ
レ
ゾ
御
告

ノ
良

臣
ナ

ル
可
。
生

シ
立
バ

ヤ
ト

思

ヒ
、
自

ラ
懐

ニ
イ

ダ
キ
テ
帰
館

ア
リ
。
家

ノ
子
片
岡
加

石
衛

門
春
留
ガ
妻

二

預
ケ

テ
哺

乳

セ
シ
メ
、

人
ト
ナ

ル

ニ
及

ン
テ
、
カ

ノ
池

ニ
テ
得
シ
子

ナ
レ
バ

ト

テ
、
姓

ヲ
池
ト
号

シ
、
池

ノ
庄
司
助

長
ト
ゾ
名

ノ
ラ
サ
レ
ケ

ル
。

(以

下

略

巻

之
十

一
)
)

引

用
が
長
く
な

っ
た
が
、
最
後
は

こ

の
奇
怪
な
物
語
を

、
漢

の
高
祖

の
出
生

奇
譚
を
例

に
引
き
、
合
理
化

し
よ
う
と
し

て

い
る
。

確

か
に
瑞
夢

に
現
わ
れ

る
竜

女

の
お
告
げ

の
み
で
は
、
読
者

に
は
事
情

が

の

み
込

め
な

い
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
結
末

に
近

い
こ

の
部
分

に
、
池

の
庄
司
の
出

生
奇

譚

や
来

歴
を
な
が

な
が
と

語
る

の
は
、
物
語

の
構

成
と

し
て
は
逸
脱

で
、

著
者
泰
全

の
悩
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、

世
俗

ノ
説

二
、
小
栗
判
官

ハ
山
州
菩
薩
池

ノ
大

蛇
ト
チ
ギ

リ
ヲ

コ
メ
、

一
七

日
ガ
問

カ

ヨ
ハ
レ

シ
ナ
ン
ド
云

コ
ト
、
此

オ
モ
ム
キ

ヲ
取
チ
ガ

へ
、
誤

ッ
テ

伝

フ
ル
ノ
ミ
。

(巻
之
十

一
)

-

一

と

あ
る

よ
う

に
、
泰

全

の
筆

と
す
れ
ば

、
こ

の
新

着
想

に
は
自
信
が
あ

り
、

是
非
披
露

し

て
お
き
た

い
も

の
で
あ

っ
た

。
こ
う

い
う
場
合
、
小

説

の
本
文
と

は
別

物

の

「
按

ス
ル

ニ
」

が
後
に
立

つ
の
で
あ

る
。

従

っ
て
こ
れ
を
書

い
た

の
は
泰
全
か
以

貫
か
と

い
う
問
題

に
な
れ
ば
、
泰
全

自
身

が
書

い
た
と
す

る
方

が
、
素
直
な
答
え

に
な
る
か
も

し
れ
な

い
。

し
か
し
以
貫
も
泰
全

モ
、
俗
伝

や
伝
承

を
手
掛
か
り

に
、
空

想
を
恣

に
す

る
、

知
的

な
遊
び

の
面
白

さ
が
分
り
、
共

に
自

信

の
あ

る
人

で
あ

っ
た
。
以
貫
が
芝

居

の
世
界

に
出

入
り

し

て
い
た
と

い
う

の
も
、
見
逃
せ

な

い
事

実
で
あ

る
。
親

交

が
深
け
れ
ば

、
泰

全

の
意
を
受
け

て
、
以
貫
が
書

い
て
し
ま
う
と

い
う

こ
と

も
あ

り
得
る
わ
け
だ

。

「
按

ス
ル

ニ
」

に

つ
い
て
は
、
大

か
た
は
以
貫

の
筆

に
成
る
と
思
う
が
、
池

ノ
庄
司

の
出
生
奇
譚

に

つ
い
て
だ
け

は
謎
が
残

る
よ
う

に
思
う
。

按

ス

ル
ニ
、
藤
沢

ノ
道
場

ニ
ハ
小
栗

主
従

ノ
石
塔

ト
テ
今

ニ
ア
リ
。
此
道

場

ノ
東

ハ
ト

ツ
カ
ノ
宿
、
西

ハ
藤
沢
村

ニ
テ
、
門
前

ハ
皆

町
家
ナ
リ
。
本
堂
南

向

ニ
テ
、
判
官

及
ビ
十
人

ノ
郎
等

ノ
塚

ハ
寺

ノ
東

北
ノ
隅

ニ
ア
リ
。

世

二
是

ヲ
小
栗
并
十

人
ノ
殿
原

ノ
塚

ナ
リ
ト
云
リ
。
小

栗

の
石
碑

ハ
高
サ

三
尺
許
ノ
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五
輪

、
十
人

ノ
殿
原

ノ
石
碑

ハ

一
尺

二
三
寸

バ
カ

リ
ナ

リ
。
勿

論
小
栗

ノ
御

影

又

ハ
鬼
鹿
毛

ニ
ハ
マ
セ
タ
ル
轡

ナ
ン
ド
、
此
寺

ノ
汁
物

ニ
テ
今

ニ
ア
リ
。
好

レ

事

ノ
人
行
キ

テ
見

ル
ベ
シ
。

(巻
之
七
)

こ
れ
を
見
る
と
、
藤

沢

の
遊
行
寺

に
あ

る
小
栗
判
官
、

照
天
姫
と
十
人

の
殿

原
の
石
碑

に

つ
い
て
、
か
な
り
詳
し

い
情
報

が
上
方

に
も
も
た

ら
さ
れ

て

い
る

こ
と
が
分
る
。
面
白

い
こ
と

に

『小
栗
実

記
』
で
は
、

こ
れ
を

一
旦
毒
殺
さ

れ

て
、
後
に
蘇
生

し
た

十
人

の
郎
従
た
ち

に

つ
い
て
、
生
き

返

っ
た
こ
と
を
敵

の

目
か
ら
隠
す
た

め
の
、

い
わ
ば
偽
者

の
墓

所
を

い
う
筋
書
き

に
な

っ
て
い
る
こ

と

で
あ
る
。

遊
行
寺

の
石
碑

の
存
在

に
対
す

る
、
筆
者

の
心
理

の
揺

れ
動
き

を
感
じ
な

い

わ
け
に
は

い
か
な

い
。

こ

の
石
碑

に

つ
い
て
は
何
時
頃
建

て
ら
れ
た
も

の
な

の
か
。

お
そ
ら
く
近
世

初

期
を
想
定
し

て
良

い
と
思
う
が
、
小
栗
伝

説

の
歴
史
と
も

関
わ
る
重
要
問
題

な

の
で
、
さ
ら

に
よ
く

考
え

て
み

る
必
要

は
あ

る
と
思
う
。

注
3

「
解
題
」
、
(『京

都
大
学
蔵

大
惣

本
稀
書
集
成

5

軍
記
』

臨

川
童
旦
房
)

注
4

浜

田
啓
介

「
仮

作
軍

記

の
方
法
」

(
『
読
本

研
究

』
第

二
輯

上
套

渓
水
社

)

こ
の
稿
は

「
小
栗
判
官

伝
承

の
近
世
的

展
開

『
小
栗

実
記
』

覚
え

書

〈
1

>」

(
『
研
究
紀
要

』
第

45
集

・
文
教

大
学
女

子
短
期

大
学
部

)

の
続
篇

で
あ

る
。
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今
回
は

「
按

ス
ル

一こ

の
み
に

こ
だ

わ

っ
て
来

た
が
、
実

を
云
え
ば

、

『小

栗
実
記
』
に
は
筆
者

の
中
国
古
典

の
知
識

が
、
相
当
大
幅

に
動
員

さ
れ

て
い
る
。

当

時

の
知
識
人

の
教
養

の
基

礎

に
あ

っ
た
も

の
で
あ

る
。

『
史
記

』
『
春
秋
左

氏
伝
』

『
孟
子
』
、
欧
陽
脩

の

『
五
代

史
』
な
ど

、
細
部

の
表
現
や
筋
立

て
に
も

活
用
さ
れ
、
か
な
り

の

〈
中

国
趣
味

〉
が
漂

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
点

に

つ
い
て
は
稿
を
改
め

、
再
度
触

れ

て
み
た

い
。

注
1

網
野
善
彦

『中
世
再
考
』
(講
談
社
学
術
文
庫
)

注
2

『中
村
幸
彦
著
述
集

第
十
一
巻
』
(中
央
公
論
社
)


